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緒 言 

 山梨県は，全国１位のブドウの生産量を誇るが，

その生産面積は 1983 年の 6,170 ha をピークに

2020年には4,060 haまで減少している1，2）． 

 これは担い手の高齢化および減少が大きく関わ

っており，ブドウ栽培における省力化の要望は大

きくなってきている． 

 近年，山梨県では剪定作業の単純化や管理作業

の効率化を図るため，短梢剪定栽培を導入する生

産者が増加している．‘シャインマスカット’は短

梢剪定栽培が可能であり 3），その栽培性のよさは

栽培面積増加の一因となっている． 

 山梨県産ブドウの品種構成を出荷量でみると，

2010 年は‘デラウエア’，‘巨峰’，‘ピオーネ’，

‘甲斐路’などの着色系品種が全体の約8割を占

めていたが，2020年には非着色系品種である‘シ

ャインマスカット’が4割を占めている4）． 

 ‘シャインマスカット’は大粒で食味がよく，

皮ごと食べられることが大きな特徴となっている．

この黄緑色品種の登場により，市場からは皮ごと

食べられる大粒の着色系品種が求められている． 

 最近では‘シャインマスカット’を親に持つ着

色系品種として，島根県において‘神紅’5），長野

県では‘長果Ｇ11’（商標登録名：クイーンルージ

ュⓇ）6）が育成され，各県でオリジナル品種として

普及 

が始まっている．また，山梨県内でも多くの品種

が育成されてきており，栽培を希望する生産者も

多い． 

 しかし，新たに育成された品種は山梨県におけ

る果実品質や栽培特性が十分に解明されておらず，

導入への妨げとなっている． 
 そこで，山梨県内で育成され，’シャインマスカ

ット’を親に持ち、大粒で着色が優れると期待され

る着色系品種について，短梢剪定栽培の適応性を

確認し，栽培特性，果実品質，着色程度の品種間

差異および皮ごとの食べやすさを明らかするため，

試験を行った． 
 

材料および方法 

1.供試品種 

 山梨県果樹試験場（標高460～470 ｍ）のサイ

ドレスハウスに植栽した，山梨県育成の交雑系統

（101-14台，短梢剪定樹，2012年定植）に検討品

種として‘シャトールージュ’，‘ヌーベルローズ’，

‘バイオレットキング’，‘富士の輝’，‘スカーレ

ット’の5品種，対照品種として‘悟紅玉’を2015

年に高接ぎし，2016 年から 2020 年に試験を行っ

た．なお，‘シャトールージュ’は品種出願公表・

登録に至っていなかったが，特性を明らかにする

ため，育成者より提供された穂木を使用した.検討

品種の来歴を第1表に示した． 

 

2.栽培管理 

 各品種の果房管理は，次のとおり行った．開花

期に1新梢あたり1花穂となるように花穂の整理

を行った．花穂整形は，花穂先端から4 cm程度を

残し，それより上部の枝梗は切除した．ただし，
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花穂先端が複数に分岐していた場合（第1図）は，

里吉ら7）の方法に従い，上部枝梗を用いて花穂整

形をおこなった．ジベレリン（以下GA）処理は第

2表に示したように，各品種においてGA単用区お

よびホルクロルフェニュロン（以下，CPPU）加用

区を設定した．実止まりを確認後，着房数を10 a

あたり 3,000 房程度となるように摘房した．第 2

回目GA処理後に，房長7～8 cm程度，着粒密度が

1 cmあたり4～5粒となるように摘粒を行い，摘

粒終了後に白色果実袋をかけた．果実の日焼けを

防止するため，直接日射が当たる房にはクラフト

カサを併用した．着色始期に除袋し，透明ポリエ

チレン製カサに掛け替えるとともに，タイベック

製白色マルチを敷設し，収穫まで管理した． 

 

3.生育および果実品質調査 

 各品種の短梢剪定における発芽率・花穂着生数

および各生育ステージ（発芽，満開，ベレゾーン， 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

着色始め，収穫始め）を調査した． 

 各品種の果皮色および香気は，種苗特性分類調

査に準じ評価を行った８）． 

 収穫期にそれぞれ 10 果房を採取し，果実品質

を調査した．果実品質は，果房重，着粒数，果粒

重，糖度，酸含量，着色程度，裂果，萎凋した果

粒（以下，しぼみ果），果梗基部が黒変した果粒（以

下，果梗黒変症，第2図），房形，着粒程度を調査

した． 

 果粒重は，各果房から抽出した平均的な 10 粒

を計測し，平均値を求めた．糖度は，果粒重を計 

測した10粒を搾汁し，デジタル式屈折糖度計（PR

－101α，ATAGO）によりﾟ Brix値を求めた．酸含

量は搾汁液を0.05N水酸化ナトリウムで中和滴定

し，酒石酸当量として換算し算出した．着色の評

価は‘赤系ブドウ専用カラーチャート’9）および

‘果実カラーチャート ブドウ赤・紫・黒系（1975 

農林省果樹試験場）’を用いて目視により判定した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

検討品種 育成者 交雑組み合わせ
ｚ

　シャトールージュ 佐藤義紀、義明（甲州市） 　　　シャインマスカット　×　京秀
　ヌーベルローズ 植原宣紘（甲府市） 　　　　　 ロザリオロッソ　×　シャインマスカット
　スカーレット 植原宣紘（甲府市） 　　　　　 ロザリオロッソ　×　シャインマスカット
　富士の輝 志村富男（笛吹市） 　　　シャインマスカット　×　ウインク
　バイオレットキング 志村富男（笛吹市） 　　　　　　　　　ウインク　×　シャインマスカット
ｚ）カタログ、ホームページより引用

第1表　検討品種の来歴

試験区 GA処理方法

GA単用区 満開時および満開10～15日後にGA25ppm

CPPU加用区 満開時GA25ppmにCPUU5ppm加用、満開10～15日後GA25ppm

CPPU；ホルクロルフェニュロン

第2表　GA処理方法

第1図 ‘シャトールージュ’の花穂

最下部の様子 

第2図 果梗黒変症（‘スカーレット’） 
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裂果，しぼみ果，果梗黒変症は，果実品質の調査

に供試した果房を解体する際に調査し，裂果率，

しぼみ果率，果梗黒変症発生率を算出した．房形

は1（良），2（優），3（秀）（山梨県青果物標準出

荷規格）の 3 段階，着粒密度は 1（粗）～5（密）

の5段階で評価した． 

  

4.アントシアニン含量の測定および組成分析 

 収穫時に，検討品種は CPPU 加用区より着色が

平均的な10果粒を採取した．‘悟紅玉’は慣行の

GA処理であるGA単用区より採取した．直径10 mm

のコルクボーラーを用いて，果頂部周辺より各果

粒から 2 枚ずつ計 20 枚の果皮を採取し，冷凍保

存した．解凍後，50％酢酸に浸漬し，5℃16 時間

暗黒条件でアントシアニンを抽出した．抽出液上

澄みの 520 nm における吸光度を分光光度計

（SIMADZU UV-1280）で測定し，Cyanidin-3-

glucoside chlorideの当量に換算した． 

 アントシアニンの組成分析は白石ら 10）の手法

に従い，高速液体クロマトグラフィーで行い，シ

アニジン系アントシアニン（以下，Cy）とデルフ

ィニジン系アントシアニン（以下，Dp）の組成比

（Dp／Cy比）およびメチル化アントシアニン（以

下，M）と非メチル化アントシアニン（以下，NM）

の組成比（M/NM比）を算出した. 

 

5.官能評価 

 2019 年および 2020 年に，供試品種の皮ごとの

食べやすさを評価するため，官能評価を実施した． 

‘シャインマスカット’を対照品種とし，官能評

価にはCPPU加用区の果房を用いた．評価は「皮ご

と食べやすい」，「皮ごと食べられる」，「皮ごとた

べにくい」，「皮ごと食べられない」の4段階で実

施した．山梨県果樹試験場関係者および県立農業

大学校の学生をパネラーとし，のべ175名を対象

にアンケート調査を行った． 

 
結果および考察 

1.生育特性と短梢剪定栽培への適応性 

 生育特性を第3表，短梢剪定栽培における発芽

率・花穂着生数・収量を第4表，果皮色・香気の

分類を第5表，GA処理の違いが果実品質に及ぼす

影響を第6表に示した． 

1)‘シャトールージュ’ 

 本試験で供試した品種の中で，成熟が最も早く

8月13日に収穫となった．果皮色は赤に分類され，

香気は無であった． 

 発芽率は良好で，花穂着生数も多かった．花穂

の最下部が細かく分岐し，整形が困難な花穂が多

かった（第1図）． 

 果房重が400 g程度であったため，本試験の着

房条件(3,000房/10 a)では，収量が1,230 kgと

なったが，着粒数を増加させることで，収量の確

保は可能と考えられ，短梢剪定栽培に適用性はあ

ると判断した． 

2)‘ヌーベルローズ’ 

 満開期が‘悟紅玉’より4日程度遅いが，成熟

はやや早く，8月26日に収穫となった．果皮色は

淡紅～赤に分類され，香気はマスカット香であっ

た． 

 果房重が300 g前半の房が多く，本試験の着房

条件（3,000房/10 a）では，収量が不足した．発

芽率は良好で，花穂着生数は多いため，短梢剪定

栽培への適応性を有すると考えられるが，収量向

上に向けた検討が必要である．  
3)‘スカーレット’ 

 収穫は‘悟紅玉’より6日遅く，9月 9日だっ

た．果皮色は赤～赤褐色に分類され，香気は無で

あった． 

 発芽率は良好で，十分な花穂着生数と収量を確

保できたことから，短梢剪定栽培の適応性が高い

と考えられる． 

4)‘富士の輝’ 

 収穫は‘悟紅玉’より3日遅く，9月 6日であ

った．果皮色は紫赤～紫黒に分類され，香気は無

であった． 

 発芽率は良好だったが，花穂着生数が少なく，

目標果房数の確保が困難となり，収量が不足した.

着房数を増加させるため，新梢数を増加させると，

棚面が暗くなり，品質および作業性が低下すると

考えられた．短梢剪定栽培への適応性は低い． 

5)‘バイオレットキング’ 

 収穫は‘悟紅玉’より6日遅く，9月 9日であ

った．果皮色は赤に分類され，香気はマスカット
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香であった． 

 発芽率は良好であった．花穂着生数は‘悟紅玉’

より少なく，やや不良であったが，果房重がCPPU

加用区で794 gと大きくなり，収量が10 aあた

り2 tを超えた． 

 ただし，穂軸が伸びにくく新梢に果房が密着し，

摘粒，袋かけ，カサかけなどの作業性が大きく低

下した（データ略）ため，短梢剪定栽培の適応性

は低いと考えられた． 

 
2.果実品質 

 GA処理の違いが果実品質に及ぼす影響を第6表，

成熟期の果実外観を第3図に示した． 

1)‘シャトールージュ’ 
 糖度はいずれの区においても19 ﾟ Brixを超え

高かったが，果粒重がGA単用区で10.9 g，CPPU

加用区で12.3 gと小さく，小房となった．果梗黒

変症やしぼみ果が見られたが CPPU 加用区で少な

い傾向となった． 

 いずれの区も果粒同士が密着せず，果房の外観

がやや粗着となったことから，摘粒時の着粒密度

を高くする必要があると考えられた．着色はカラ

ーチャート値（以下，C.C.値）3.5で比較的優れた

が，果房内で果粒の着色がばらつく房がみられ( 

第 4 図），着色が薄い果粒においては斑点状の深

色化が目立った（第5図）． 

2)‘ヌーベルローズ’ 

 いずれの区でも果粒重は 10 g 以下で供試品種

の中で最も小さくなった．着色はやや薄く，C.C.

値で2.5程度であった．しぼみ果や果梗黒変症の

発生が多く見られた．CPPU加用区で少なくなる傾

向はあるが，発生がやや多い品種と考えられる． 

3)‘スカーレット’ 

 果粒重はCPPU加用区で22.1 gで，GA単用区に

比べ2 g程度大きくなった．いずれの区も糖度は

20 °Brix程度と高く， 果皮色は，着色良好の基

準となるC.C.値4.0以上となったが，一部の果房

で果皮の深色化が見られた．ただし，成熟期が平

年に比べ高温条件となった 2020 年は，着色不良

果や着色ムラの発生が見られた．また，両処理区

とも果梗黒変症が発生した． 

 

4)‘富士の輝’ 

 果粒重は CPPU 加用区で 24.6 g，GA 単用区で

22.7 gと大きく，糖度は19 ﾟ Brix程度と高かっ

た．着色はCPPU 加用区でC.C.値 7.8 であり，GA

単用区ではさらに濃色化し，C.C.値8.8となった

が，果房により果皮色のばらつきが大きかった．

いずれの区においても，肩部分が開き，房形がや

や不良な房が多かった． 

5)‘バイオレットキング’ 

 果粒重は最も大きく，特に CPPU 加用区で 27.4 

g と大きくなった．一方，着色はやや薄く，C.C.

値は2.9だった．GA単用区では果粒重が小さくな

るが，着色がC.C.値3.3とやや優れた．いずれの

区においても，果頂部の裂果の発生が目立った． 
 
3.アントシアニン含量と色素組成 

 アントシアニン含量と色素組成比を第7表に示

した．‘シャトールージュ’，‘ヌーベルローズ’，

‘バイオレットキング’は果皮の深色化は認めら

れず，‘悟紅玉’と同様のアントシアニン含量と組

成比だった． 

 一方で，‘スカーレット’は値が大きくなると

紫色に近づくとされるDp/Cy比が1.5と最も大き

かった．さらに値が大きくなると深赤化するとさ

れる11) M/NM比も最も高かった．アントシアニン

含量は17 µg/㎠程度だが，Dp/Cy比およびM/NM比

が高いため，果皮がやや深色化しやすい特性があ

ると考えられる． 

 ‘富士の輝’は，Dp/Cy比およびM/NM比が‘シ

ャトールージュ’，‘ヌーベルローズ’，‘バイオレ

ットキング’より高く，アントシアニン含量82 µg/

㎠と最も多いことから，果皮が紫赤～紫黒色にな

る特性があると考えられる． 

 本試験の供試品種は，アントシアニン含量や組

成比にかかわらず，樹内および果房内の着色ムラ

や成熟期の高温による着色の停滞などが発生し，

着色は安定しづらかった．その要因として，アン

トシアニンの合成に関係するMYBハプロタイプの

影響が考えられた． 

 本試験の供試品種は非着色系である‘シャイン

マスカット’の後代品種である．‘シャインマスカ

ット’は，二倍体ブドウであり，MYB 遺伝子座に
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着色誘導機能のないハプロタイプAを2つ有する

ため，供試品種はMYB遺伝子座に存在する2つの

ハプロタイプのうち１つは，ハプロタイプAを有

している． 

 MYB ハプロタイプには量的効果があり，MYB 遺

伝子型に着色誘導機能のあるハプロタイプを多く

有するほど，アントシアニン含量が高くなる12）こ

とから，今後，2 つの MYB 遺伝子座に着色誘導機

能の強いハプロタイプを蓄積させた，着色の安定

した着色系品種の育成が期待される． 

 
4.皮ごとの食べやすさ 

 供試品種の食味アンケートの結果を第8表に示 

した．‘バイオレットキング’は 52％のパネラー

が皮ごと食べられると評価し，供試品種の中で最

も高い割合となったが，‘シャインマスカット’と

比較すると皮ごと食べられる人の割合は低かった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の検討では‘シャインマスカット’より皮

ごと食べやすい品種を選出することができなかっ

た． 

 ブドウの皮ごと食べやすさは，クリープメータ

により果粒の物性値を測定することで，評価でき

る可能性が示唆されている13) ．今後,クリープメ

ータなどの機器を利用し,皮ごと食べやすい品種

育成が進展することが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品種名 発芽 満開 ベレゾーン 着色始め 収穫始

　シャトールージュ 4月11日 5月27日 7月4日 7月8日 8月13日

　ヌーベルローズ 4月23日 6月1日 7月20日 8月1日 8月26日

　スカーレット 4月15日 5月27日 7月15日 8月2日 9月9日

　富士の輝 4月17日 5月29日 7月26日 7月30日 9月6日

　バイオレットキング 4月16日 5月29日 7月17日 8月2日 9月9日

　悟紅玉（対照） 4月22日 5月28日 7月22日 8月3日 9月3日

第3表 　供試品種の生育特性（2016～2020）
z

ｚ）発芽：樹全体の50％程度が発芽した日
　 満開：花穂の8割が開花した房が全体の50％となった日
　 ベレゾーン：果房中の大半の果粒が軟化し、全体の8割がその状態となった日
　 着色始め：色が入り始めた房が全体の5割となった日
　 収穫始：甘味比30を超えた日（甘味比=糖度/酸含量）

発芽率 花穂着生数
y

収量
x

（％） （個） （kg/10a）

基底芽 58 0.6

1芽目 99 1.7

基底芽 83 0.9

1芽目 91 1.4

基底芽 74 1.2

1芽目 100 1.9

基底芽 69 0.1

1芽目 100 0.5

基底芽 66 0.5

1芽目 95 1.0

基底芽 58 0.9

1芽目 100 1.6

z)剪定は2芽目の犠牲芽剪定とした

ｘ)収量は2017～2019の平均値

第4表　短梢剪定における発芽率・花穂着生数・収量

シャトールージュ 1,230

ヌーベルローズ 631

芽の位置
ｚ品種名

ｙ)発芽率および花穂着生数は2017～2020の平均値

スカーレット 2,123

悟紅玉（対照） 1,502

バイオレットキング 2,077

富士の輝 1,348

品種名 果皮色 香気

シャトールージュ 赤 無

ヌーベルローズ 淡紅～赤　 マスカット

スカーレット 　赤～赤褐 無

富士の輝 紫赤～紫黒 無

バイオレットキング 赤 マスカット

第5表　検討品種の果皮色と香気の分類
z

z)平成4年度種苗特性分類調査報告書（ブドウ）
に準じる
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果房重 着粒数 糖度 酸含量 着色
z

房形
y

着粒程度
x

(g) (粒） (ﾟBrix) (g/100ml) （指数） 1～3 1～5

CPPU加用 415 33.3 12.3 20.3 0.46 3.5 0.6 1.7 2.2 2.3 2.2

GA単用 375 37.3 10.9 19.5 0.48 3.3 0 3.0 5.5 1.8 2.2

CPPU加用 377 43.8 9.0 19.7 0.33 2.5 0 2.0 2.8

GA単用 301 39.3 8.0 19.3 0.37 2.6 0.2 1.6 2.4

CPPU加用 705 32.6 20.1 0.35 4.0 0.9 0 2.2 3.0

GA単用 673 34.3 20.1 0.33 4.3 1.4 0.6 7.1 2.1 3.0

CPPU加用 733 29.8 24.6 18.7 0.34 7.8 0 0 0.2 1.6 2.9

GA単用 650 29.1 22.7 19.0 0.36 8.8 0 0 0 1.2 2.8

CPPU加用 794 28.2 27.4 19.0 0.34 2.9 0 0 2.0 2.9

GA単用 708 27.5 23.2 19.5 0.36 3.3 0.6 0 2.1 2.7

CPPU加用 607 28.3 21.2 19.5 0.42 3.2 0.3 0 0 2.8 3.1

GA単用 577 27.6 20.6 19.5 0.43 3.0 1.2 1.7 0 2.3 2.8

10房調査

y) １（良）～３（秀）,x）１（粗）～５（密）

12.6

果梗黒変症

(%)

しぼみ

(%)

裂果

(%)

12.8

17.5

11.1

19.2

z) 赤色系ブドウ専用カラーチャート（山梨県総合理工学研究機構，2013年度版）0（緑）～6（濃赤）
　 ‘富士の輝’のみ果実カラーチャート　ブドウ　赤・紫・黒色系　0（緑）～12（紫黒）

富士の輝

スカーレット

悟紅玉（対照）

第6表　GA処理の違いが果実品質に及ぼす影響（2018～2020）

品種名 GA処理

シャトールージュ

ヌーベルローズ

バイオレットキング

22.1

20.2

24.0

18.2

果粒重

(g)

シャトールージュ     ヌーベルローズ      スカーレット 

富士の輝        バイオレットキング 

第３図 成熟期の果実の外観 

ｱﾝﾄｼｱﾆﾝ含量

(μg/cm
2
) Dp/Cy

シャトールージュ CPPU加用区 11 0.1

ヌーベルローズ CPPU加用区 10 0

スカーレット CPPU加用区 17 1.5 10.0

富士の輝 CPPU加用区 82 0.5

バイオレットキング CPPU加用区 10 0

悟紅玉
z GA単用区 10 0 0

z) 悟紅玉は露地・長梢樹・5BB台（2006年定植）

0.1

4.0

M/NM

1.4

0.1

第7表　アントシアニン含量と色素組成比（2016～2020）

品種名 GA処理
組成比 皮ごと食べられる人の割合

y

(%)

シャインマスカット（対照） 71

バイオレットキング 52

シャトールージュ 39

富士の輝 33

スカーレット 27

ヌーベルローズ 10

第8表 供試品種の食味アンケート結果（2019～2020）
z

z) n=175

品種名

y) 「皮ごと食べやすい」または「皮ごと食べられる」と評価
したパネラーの割合
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摘 要 

近年育成された大粒で着色が優れるとされる着

色系品種について，短梢剪定栽培への適応性，生

育特性，果実品質および皮ごとの食べやすさを調

査した． 

1.短梢剪定適応性が高い品種は‘シャトールージ

ュ’，‘スカーレット’だった． 

2.‘シャトールージュ’は供試品種の中で最も成

熟が早く，8月中旬に収穫期となった． 

3.‘ヌーベルローズ’は他の供試品種に比べ開花

がやや遅い特性が認められた. 

4.‘バイオレットキング’は供試品種の中で最も

果粒重が大きく皮ごと食べやすいと評価された． 

5.‘富士の輝’は， ‘バイオレットキング’に次

いで果粒重が大きく，果皮が紫赤～紫黒色にな

る特性があった． 

6.‘スカーレット’は供試品種の赤系ブドウの中

で最も着色が優れたが，果皮が深色化しやすい

特性があった． 

7.本試験の供試品種において，安定的に着色する

品種は見出せなかった． 

8.また，‘シャインマスカット’より皮ごと食べや

すい品種は認められなかった． 
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